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インターネットが利用できない PCで奉行製品を利用している場合に、 

奉行製品から地方税電子申告データを作成し、ＰＣｄｅｓｋにインポートする手順をご説明します。 

 

【操作の概要】 

地方税電子申告（ｅＬＴＡＸ）で提供されている無償ソフト「ＰＣｄｅｓｋ」を使用します。 

以下の流れで操作してください。 

【事前準備】 

ＰＣｄｅｓｋで、利用者情報ファイルをエクスポートします。 

【操作手順】 

１．奉行製品で、電子申告データをファイル出力します。 

２．ＰＣｄｅｓｋで、「申告データの照会・編集」でインポートします。 

３．ＰＣｄｅｓｋで、申告データ署名、送信を行います。 

    

     

 

 

 

 

 

 

 

『奉行Smartシリーズ』『奉行11シリーズ』 

地方税電子申告データをＰＣｄｅｓｋにインポートする方法 

 

＜参考＞ 

地方税電子申告（ｅＬＴＡＸ）で提供されている無償ソフト「ＰＣｄｅｓｋ」はｅＬＴＡＸの

ホームページからダウンロードできます。  

https://www.eltax.lta.go.jp/eltax/software/ 

ＰＣｄｅｓｋの操作方法については、以下のサイトからマニュアルをご参照ください。 

https://www.eltax.lta.go.jp/support/document/ 

  

 

 

https://www.eltax.lta.go.jp/eltax/software/
https://www.eltax.lta.go.jp/support/document/
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【事前準備】 

ＰＣｄｅｓｋで、利用者情報ファイルをエクスポートします。 

 

① ＰＣｄｅｓｋを起動し、利用者を選択します。 

※代理送信で納税者の利用者ＩＤ、暗証番号を管理されている場合は、利用者は納税者を選択します。 

② ＰＣｄｅｓｋメインメニューから「代理行為に関する手続き」メニューを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 代理行為メニューの「利用者情報ファイルのダウンロード」メニューを開きます。 
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④ ダウンロード処理開始メッセージが表示されます。「はい」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

⑤ ポータルセンタログイン画面が開きます。暗証番号を入力して、「ログイン」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥取得した旨のメッセージが表示されたら、「ＯＫ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

⑦ 代理行為メニューの「利用者情報ファイルの取り出し」メニューを開きます。 
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⑧ 利用者情報にチェックをつけ、「取り出し」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ ファイルの保存場所を指定し、「ＯＫ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、事前準備の利用者情報ファイルのエクスポートができました。 

続けて奉行製品で電子申告データを作成します。 

その際に、上記の利用者情報ファイルを使用しますので、ファイルの保存場所を覚えておいてください。 
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【操作手順】 

１． 奉行製品で、電子申告データをファイル出力します。 

① 奉行製品を起動して、以下のメニューを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

作成する様式などを確認し、F2[実行]キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「エクスポート済みの利用者情報ファイルを利用する」にチェックをつけます。 

「参照」ボタンを押して、事前準備でエクスポートした利用者情報ファイルを選択し、 

「ＯＫ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■固定資産奉行 

[償却資産税申告]-[電子申告]-[償却資産税申告データ送信（作成）]メニュー 

■申告奉行[法人税・地方税編] 

[電子申告]-[地方税]-[地方税申告データ送信（作成）]メニュー 

 

※画面イメージは、『申告奉行[法人税・地方税編]』です。 
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③ 作成帳票確認画面が表示されます。作成された帳票をご確認ください。 

 

確認後、「ファイル出力」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「参照」ボタンを押し、ファイル作成先のフォルダを指定します。 

地方公共団体ごとにファイルが作成されますので、新しいフォルダを作成することをお薦めします。 
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２． ＰＣｄｅｓｋで、「申告データ読込み」でインポートします。 

①  ＰＣｄｅｓｋを起動し、利用者を選択します。 

 

② ＰＣｄｅｓｋのメインメニューから「申告に関する手続き」メニューを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 申告メニューの「申告データの照会・編集」メニューを開きます。 
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④ 「取り込み」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「申告データ取り込み選択」で「地方税」にチェックを付け、「選択」ボタンを押します。 
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⑥ 「ファイル選択」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ▼をクリックし、リストから１-④の手順でダウンロードしたファイルが格納されている 

フォルダを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-④の手順で作成したファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックします。 

※マウス操作で、複数ファイルを選択することも可能です。 
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⑧ 「申告データ取り込み」画面に戻ります。 

選択したファイルがリスト上に表示されますので、チェックをつけます。 

「取り込み」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 以下のメッセージが表示されます。 

ダウンロードしたデータを削除する場合は、「はい」を選択します。 

削除しない場合は、「いいえ」を選択します。 
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⑨ 「閉じる」ボタンをクリックして「申告データ一覧」メニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、ＰＣｄｅｓｋへのインポートが完了しました。 

引き続き、ＰＣｄｅｓｋを使用して申告データ署名、送信を行ってください。 

 

 

 


